







　「破れ（口）に立つ（ץר ֶֶפַב דמע）」1 という表現は、旧約聖書で詩篇 106 篇 23 節









































「神のすべての武具」が列挙されているエペソ人への手紙 6 章 10 節以降とピリピ

































クセノポン『アナバシス』巻 4 第 8 章 19 節
さてギリシア部隊が駆足に移ると、敵は踏み留まることができず（οὐκέτι 






























せば、そこに自分の足で立つ希望が残されている（μετὰ δὲ τοῦ δρωμένου ἔτι 


































































































 . . . πρὸς τὸ δύνασθαι ὑμᾶς στῆναι πρὸς τὰς μεθοδείας τοῦ διαβόλου· ὅτι οὐκ 
ἔστιν ἡμῖν ἡ πάλη πρὸς αἷμα καὶ σάρκα ἀλλὰ πρὸς τὰς ἀρχάς, πρὸς τὰς ἐξουσίας, 










. . . περιζωσάμενοι τὴν ὀσφὺν ὑμῶν ἐν ἀληθείᾳ καὶ ἐνδυσάμενοι τὸν θώρακα 
τῆς δικαιοσύνης καὶ ὑποδησάμενοι τοὺς πόδας ἐν ἑτοιμασίᾳ τοῦ εὐαγγελίου 
τῆς εἰρήνης, ἐν πᾶσιν ἀναλαβόντες τὸν θυρεὸν τῆς πίστεως, . . . καὶ τὴν 





てきたのかもしれないが、「立つ（ἵστημι）」11 という動詞が 3 回も繰り返されて強調
されている。
6 章 11 節  あなたがたが悪魔の策略に対して立つことができるために、神
10　Ernest Best, A Critical and Exegetical Commentary on Ephesians (Edinburgh: T&T 






ἐνδύσασθε τὴν πανοπλίαν τοῦ θεοῦ πρὸς τὸ δύνασθαι ὑμᾶς στῆναι πρὸς τὰς 
μεθοδείας τοῦ διαβόλου·
6 章 13 節　このことの故に、邪悪な日に対抗すること 12 ができ、すべてを成
し遂げて立つことができるように、神のすべての武具を取りなさい。
διὰ τοῦτο ἀναλάβετε τὴν πανοπλίαν τοῦ θεοῦ, ἵνα δυνηθῆτε ἀντιστῆναι ἐν τῇ 
ἡμέρᾳ τῇ πονηρᾷ καὶ ἅπαντα κατεργασάμενοι στῆναι .
6 章 14 節　それゆえ、あなたがたの腰を真理で締め、正義の胸当てを着け
て立ちなさい。













る 13 が、18 節以降に主動詞はなく分詞構文である。18 節は前節の動詞「取りなさ
12　「対抗すること（ἀντιστῆναι）」にも「立つ」という動詞が隠されている。
13　新改訳 2017 版では分詞 προσευχόμενοι が「〜祈りなさい」と命令的分詞（commanding 







καὶ τὴν περικεφαλαίαν τοῦ σωτηρίου δέξασθε καὶ τὴν μάχαιραν τοῦ πνεύματος, 
ὅ ἐστιν ῥῆμα θεοῦ. διὰ πάσης προσευχῆς καὶ δεήσεως προσευχόμενοι ἐν παντὶ 
καιρῷ ἐν πνεύματι, καὶ εἰς αὐτὸ ἀγρυπνοῦντες ἐν πάσῃ προσκαρτερήσει καὶ 














Greek New Testament (Sheffield: JSOT, 1999), 185-86. を参照のこと。
14　Best は 18 節の δέξασθε を跳び越えて 14 節の στῆτε に遡って従属していると注解する
（Ephesians, 604）。その解釈が意味の上では一番良いことは言うまでもない。
15　Ben Witherington III は 1:27-30 を propositio（ 要 約 ） と す る（Paul’s Letter to the 







Μόνον ἀξίως τοῦ εὐαγγελίου τοῦ Χριστοῦ πολιτεύεσθε, 
ἵνα εἴτε ἐλθὼν καὶ ἰδὼν ὑμᾶς 
　　　εἴτε ἀπὼν
　　　ἀκούω τὰ περὶ ὑμῶν, ὅτι στήκετε ἐν ἑνὶ πνεύματι, 
　　　　　　　　　μιᾷ ψυχῇ συναθλοῦντες τῇ πίστει τοῦ εὐαγγελίου 
　　　　　　　　καὶ μὴ πτυρόμενοι ἐν μηδενὶ ὑπὸ τῶν ἀντικειμένων, 
　　　　　　　ἥτις ἐστὶν αὐτοῖς ἔνδειξις ἀπωλείας,
　　　  　　　 ὑμῶν δὲ　　　 　　　　σωτηρίας,




る（στήκετε ἐν ἑνὶ πνεύματι17）」と述べてから、「霊魂を一つにして福音の信仰の
ためにともに闘って（μιᾷ ψυχῇ συναθλοῦντες τῇ πίστει τοῦ εὐαγγελίου）」、「どのよ
うな状況でも反対する者たちに脅かされることなく（μὴ πτυρόμενοι ἐν μηδενὶ ὑπὸ 


































　勿論、パウロがピリピ人への手紙 1 章 27 節 -28 節で描いている闘いは、文字通
りの戦いではなく、霊的な闘いのことである。霊的な闘いと一口に言っても様々な
霊的な闘いが想定できる。「反対する者たち」と複数形で言い表されていることから、
18　Mark J. Keown, Philippians 1:1-2:18: Evangelical Exegetical Commentary 
(Bellingham: Lexham Press, 2017), 279, 290-91, 302-04.
19　Joseph B. Lightfoot は捕虜か犯罪者に身を落とした「剣闘士」が円形闘技場で闘わせられる
メタファーであると注解する（St. Paul’s Epistle to the Philippians: A Revised Text with 








用いてパウロがピリピのキリスト者たちに奨励している。以上のような 1 章 27 節
理解を踏まえると、4 章 1 節でパウロが「ですから、私の愛すべき、恋い慕う兄弟
たちよ、私の喜び、そして冠よ、このように主にあって立っていなさい、愛する者
たちよ｡ (Ὥστε, ἀδελφοί μου ἀγαπητοὶ καὶ ἐπιπόθητοι, χαρὰ καὶ στέφανός μου, οὕτως 








にも様々な意味で「立つ」が用いられている。例えば、詩篇 134 篇 1 節は新改訳
2017 版で「さあ 主をほめたたえよ。主のすべてのしもべたち 夜ごとに主の家で
仕える者たちよ」と訳されている。ここで「仕える者たち」と訳出されている動詞
















言い、ヤコブは「見よ、さばく方が戸口に立っている（ἰδοὺ ὁ κριτὴς πρὸ τῶν θυρῶν 
ἕστηκεν）」（ヤコブ 5:9b）と述べている。様々な状況で様々な意味合いで「立つ」
という動作に言及されている。
　と同時に聖書の中には戦場で戦闘に従事する兵士たちが立っていて、キリスト者
が霊的な闘いに携わったり、祈ったりする際に、立っている、と思い描かれること
も確認できた。そして、何よりも個々の言語表現の背後には様々なイメージがあり、
ひとつのイメージから別のイメージに結び付けられていく過程を垣間見ることがで
きた。古代世界で兵士たちが戦場で戦う際には匍匐前進するのではなく、立ってい
た。旧約聖書では、文字通りの戦争でも、主の戦いとしてイスラエルの神主が御民
イスラエルのために戦うと理解され、そのために祈りが献げられた。主は、祈りに
答えて、戦場でも神の民を助けなさった。以上のような様々な背景要素から新約聖
書に見られる霊的な闘いの描写が成り立っている。
